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一
ノ一
私は 、
今まで 、
す
く
な
くと
も
専門の
研
究
書を 、
その
「
書

評
なる
もの」
に
よっ
て
買ひ
求めた
り、
もし
くは
買ひ
し
ぶっ
た
り
し

たこ
と
もない
し(寅ひ
しぶ
る
時は
いつ
も
懐
具合で
ある) 、
またし
ん

か
ら
益を
受けた
とい
ふ
記
憶もあま
り
ない
や
うな

気が
する 。
それは

評
者に
人を
得なかっ
た
た
めか 、
あるい
は
適任と
目さ
れる
方が
何
等

かの
理
由で
筆の
鈍っ
た
た
めか 、
そ
も
そ
も
専
門
の
研
究
書に
於い
て

は、
書
評その
もの
が
不
要で
あるた
めか
||実は、

私は
深く
考へ
る

こ
と
なしに
今日
まで
過して
きた 。

書
評といへ
ば 、
まづ
内容を
紹介し 、
つ
まに 、
七分ほ
めて
三
分け

な
す
lllあるい

は
望
萄の
願ひ
を
述べ
る
とい
ふの
が
通
例の
や
うで
あ

る 。
もっ
と
も 、
なかには
なか
まぼ
めと
呼ば
れる
もの
や 、
悪意を
裕

め
た
もの
もある
や
うだし 、
また
止
むに
止ま
れぬ
破邪顕正の
志に
心

動か
さ
れる
もの
もある 。
だが 、
考へ
て
み
る
と 、
破邪顕正のペ
ン
を

揮は
なけ
れば
な
ら
ない
書は 、
存
在の
価
値な
き
もの
と
黙
殺して
し
ま

へ
ば
よ
か
ら
うし

(さ
うい
ふ
番が
大
手を
振っ
て
通
行する
ほ
ど
今の
国

語
学
会が
甘い
とは
考へ
ら
れ
ない
て
なか
まぼ
め
や
悪意の
誹りは、

抄

新

注

井

上

之

助

誠

学問とは
全く
無
縁の
世
界の
話で
ある 。

一
体 、
書
評とは
ど
うい

ふ
もの
なの
か 、
また
何の
た
めに
行は
れる

の
か 。
全く
自分の
専門以
外の
書の
購求には 、
た
しかに
それ
ぞれの

道の
人に
よ
る
書評なる
もの
は
参考に
なる 。
私も読
書
新聞の
類を
あ

る
程
度利
用して
ゐるが 、
本誌の
や
うに 、
国語
学の
専攻者を
読
者と

する
国語
学の
専
門
誌の
行ふ
国語
学蓄の
書
評は 、
読者に
対しての
購

入
手
引では
なか
ら
う 。
また 、
読
者で
ある
専門
家とい
ふ
玄人が 、
書

評に
よっ
て
購ふ
と
も
考へ
ら
れ
ない 。
学術
研究
警の
書
評とは、
お
そ

ら
くは
それ
ぞれの
研
究分
野に
於い
て 、
該警の
持つ
研究史上の
位
置

の
解
明とい
ふこ
と
なの
では
なか
ら
うか 。
だか
ら 、
それ
ぞれの
部門

に
於ける
研
究史の
上に
耐へ
得ない
もの
は 、
始めか
ら
批評の
対
象に

は
なら
ない
と
私には
思ば
れる 。
研
究史の
上で
と
らへ
る
こ
と
をせ

ず 、
また
と
らへ
るこ
との
で
きない
書を 、
七分ほめてコ一
分け
なした

とこ
ろで 、
学
術の
進
歩には
あまり
役立た
ない
や
うに

思は
れるが 、

い
か
がで
あら
うか 。

一
ノニ
とこ
ろで 、
こ
の
た
び
依頼さ
れた
中田・
竹
岡両
氏共
著
『あ

ゆひ
抄
新注』(以
下『新注』
と
略
称)
の
如き 、
古典の
翻
刻・
校注
書

の
書
評と
なると 、
然ら
ざる
もの
に
対する
場
合と
事
情は
か
なり
異つ
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て
くる b
すなは
ち 、
続
刻さ
れた
原
典その
もめに
対する
批評は
こ
の

場合
不
必
要だか
ら 、
当
然 、
注なり
解
説なりが
批
判の
対
象に
なる
が 、

注は
翻
刻
本
文と
離れ
得ない
し 、
またか
か
る
警では
原
典の
線
刻の
良

否が
根
本の
問
題で
ある
か
ら 、
結
局 、
翻
刻
本
文・
注・
解
説の
三
者を

評するこ
とに
な
ら
う 。

而して
成
寧
残して
か
ら
百八
十
年の
問 、
成章

の
学
説を
正し
く

理
解し
得た
者は
ど
れだ
け
存した
ら
うか 。
まこ
とに

家々
た
る
中で
『新注』
の
著
者竹
岡
氏は
現代に
於ける
成章研究の
第

一
人
者で
あり、
既に
数々
の
好
論
文の
あるこ
とは
今さ
ら
言ふ
まで
も

ない 。
そして『あゆひ
抄』
の
注は
さ
きに
松尾
博
士が
もの
さ
れたが 、

こ
れは
簡に
過
ぎて
縞読の
用に
あま
り
た
た
ない
といへ
ば
言ひ
す
ぎに

な
ら
うか 。

私は『新注』
が
俵初の 、
而
もす
ぐれた
もの
とい
ふべ
く 、

『あゆ
ひ
抄』
研究史の
上に
輝く
存
在だと
信
ずる
が 、
さて
纏っ
た
論

考に
対する
批評と
契り、
注の
批評と
なる
と
困
惑して
し
まふ 。
注の

一
つ
/tIを
見て
ゆ
けば 、
私の
や
うな

読みの
浅い
者で
も
論じたい
所

が
ない
わ
けでは
ない 。
しか
し 、
もと
もと
竹
岡
氏の
述べ
ら
れたの
は

注で
あっ
て
論考では
ない 。
一
篇の
論
文に
し
あ
げ
得る
箇
所も 、
苦心

の
注と
して
圧
縮さ
れたの
で
あり、
したがっ
て
それに
対して
論を
為

すべ
きでは
ある
まい 。
もし一
つ
/\の
注につ
い
て
言
は
う
と
す
れ

ば 、
こ
ち
ら
も
微
少なこ
と
しか
言へ
ない
わ
けで
ある 。
結
局は、
文
学

書な
どの 、
言
葉の
上の
注
釈とは
異り、
語
学警で
は
注とい
ふ
言葉は

とに
か
くと
して 、
内容に
関しての
論考が
必
要なの
で
ある 。
そこ
で

侵もよ
く

論
評し
得るの
は
巻頭の
解
説とい
ふこ
とに
なり、
そしてこ

れは
普通の
活
字翻
刻
書に
あるお
ざなりの
解
題とは
全く
趣きを
異に

し
た 、
氏の
『あゆ
ひ
抄』
の
真の
理
解をふ
まへ
た
六
十
頁に
も及ぶ
大

都の
論考では
ある
け
れど
も 、
「『あゆひ
抄』
を
読むために」
とい
ふ

副

題を
その
ま
まに
受
け

と
る

な
ら

(も
っ

と
も
「
始
めて
読
む

人のた
め

に」
と
は
ないが
て
私は、
竹
岡氏が 、
既に
『あゆひ
抄』
を
読んで

ゐる
者を
対
象と
して
執
筆さ
れ 、
その
批評を
予
期して
をら
れるの
で

は
なか
ら
うと

推
察する 。
か
う考へ
て
くる
と 、
仮に
私が『あゆひ
抄』

を
理
解して
ゐると
して
も 、
『新注』
の
書
評は
か
なり
困難で
あり、

まして
もと
もと
『あゆひ
抄』
を
理
解して
ゐる
などとは
言へ
ない
私

ご
と
きは、
到
底 、
批評の
任に
耐へ
得ない 。
それなの
に 、
本誌の
編

輯
委員か
ら
依頼を
受けて 、
た
だ
ちに 、
ここ
ろよ
く
引きうけたの
は、

今ふ
りかへっ
て
考へ
て
み
ると 、
それは
ど
う
もおの
れ一
人だ
けに
通

用する
感懐の
なせ
る
わ
ざだっ
た
ゃ
うで
ある 。
大
学三
年の
時(それ

は
今か
ら
もう二
十余年
前のことで
ある) 、
橋本先生の
演習で
始め

て
『あゆ
ひ
抄』
を
読み
(演
習で
は
一

年かか
っ

て
「大
旨

上」
の
ニ

寸

オ
ぐらゐで
終っ
た 。
この
程度で
終るの
は
例年のことで
あり 、
私は

先生の
演
習に
毎年列して 、
か
うい
ふ
読み
方を教へ
ていた
だい
たの

で
ある。
成
章はナリア
キラとい
ふのが正しいとと
を
知っ
たのも 、

との
演
習で
あ
っ

た) 、
爾
来こ
の
蓄に
親しみ 、
「
国
語学
大系」
では
亀

井と
と
もに
活
字に
線
刻したこ
と 、
傍ら
書きつ
づ
けて
ゐた
詳
注(と

い
ふよ
りは
論
考)
は
戦火で
他の
書きため
た
原稿もろと
もすべ
て
灰

に
なっ
たこ
と 、「国
語
学大
系」
に
於ける
若
干の
誤植を
訂す
機を
失っ

たの
で
別に
刊行のこ
と
を
亀井と
話
合ひ
なが
ら 、
竹
岡
氏の
企て
を
灰

閲して
中止し 、
その
刊
行を
期
待したこ
と 、
書庖に
注
文して
か
ら
三

年目の
今
夏 、
待望の
蓄を
子に
取り、
その
で
きの
立
派さに
感
嘆し 、

著
者の
労
苦を
偲ん
だこ
と
など
|| 。

以
下 、
書
評に
は
なら
ない
が 、
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私の
読
後の
所懐を
翻
刻の
本
文・
注・
解
説と
分
けて
記し 、
私の
負っ

た
責を一
応
果すこ
とに
し
たい 。

翻
刻
の
本
文

『あゆ ひ 抄 新注』
ニ
ノ一
活
字に
翻
刻する
場合 、
あら
ゆる
意
味で
原本通りの
複元を

目
指
すの
と 、
表
記
を
現
代
的に
読み
や
すく
改め
るの
との
二
者が
考へ

ら
れる 。「
国
語
学
大
系」
は
前者で
あり、
『新注』
は
後
者の
態
度を
取

っ
た 。
その
何れ
を
取るに
せ
よ 、
絶対必
要なこ
とは、
原
本の
内
容
自

身を
誤り
な
く

厳
格に
活
字に
移すこ
とで
あり、
前者は
ある
意
味で
原

典に
お
ん
ぶで
きるが 、
後
者の
場
合は
校
訂者の
正しい
理
解が
要求さ

れる
た
め 、
翻
刻は一
層
難し
く
なる 。
『新注』
の
綴
刻態
度は
その
凡

例に
示さ
れて
をり、
「

内容
自
体は、
い
さ
さか
も誤り
伝え
るこ

との
ない
や
う

留
意し」
なが
ら 、
「
ee

内
容
的に
読み
と
り

易く
する

た
めに 、
木版
原
本の
外
形
上の
編集
体
裁・
表記
法など
を 、
なるべ
く

現
代
様
式に
近づ
け」
た
もので
ある
が 、
その
意
図は
ほ
ぼ
完全に
果さ

れた
といっ
て
よい 。
私は
『新注』
を
縞い
て 、
著
者が
原本を
誤り
な

く 、
而
も
現
代の
活
字様
式に
移し
変へ
る
苦心 、
な
ら
びに
種々
の
記
号

とゴ
チ
活字と
を
含
む面
倒な
校正を
遂行さ
れた
苦
労と
を
思ひ 、
胸が

痛く
なっ
た 。
而
も
その
労苦を
乗りこ
え
ら
れて 、
誤
植の
ない
といっ

て
よい
線
刻を
完成さ
れたこ
とは、
まこ
とに
驚くべ
きこ
とで
あり、

ま
た
喜ば
しい
か
ぎりだと
思ふ 。
私の
気づ
い
た
誤
植は
わづ
か
に
次の

三
箇
所の
みに
止ま
り、
而
もそれは
何れ
も
証
歌の
中で 、
誤
植と
取り

た
て
てい
ふべ
きほ
どの
もの
では
ない 。
(一
三ニ
③と
は一
三ニ
頁八

行の
意 、
以下同じ)

x

。

一
三二
③
た
ち
穏すら
む↓た
ち
隠すら
む

vh
x
。

一
四二
④
白の
雪↓
白
雪の

vh

。

二
九二
⑫
咲くらめ
と
↓

咲くらめ
ど〔以

上の×
Oは
私が
附す〕

さらに
記
号の
類の
誤
植を加へ
て
も 、
次の
や
うな
もの
ぐら
ゐに
過

ぎない 。二
九四
@
ふせ
り
↓ふせ
り

三
O五
⑤
銚の
な
む↓設の
な
む

三二
O
⑬
(
古 、
雑上 、
八
七八
↓(

古 、
雑上 、
八
七八)

その
他

・
と、
との
混
用

か
うい

ふこ
と
を
最初に
記
すの
は、
まづ
非難を
以っ
て
筆を
起さ
う

とい
ふの
では
な
くて 、
かつ
て
「国
語
学大
系」
の
校正で
苦労し
而
も

誤
植をお
か
した
者と
して 、
『新注』
がい
かに
厳
密な
校正を
為し 、

正しい
本
文を
提
供して
ゐるか
とい
ふこ
と
を 、
まづ
始めに
賛へ
たい

か
らに
ほ
か
なら
ない 。
追へ
ど
も払ひ
きれぬ
蝿の
如き誤
植をこの
程

度に
止め
ら
れたの
は、
人
力の
限界と
言っ
てよい
と
思は
れる 。

次に
誤
植か
誤記か 、
あるい
は
私見の
誤りか 、
私と
しては
即
断い

た
しか
ねる
もの
を
掲げる 。

一
七コ一
③(拾 、
雑
下 、
五
二ハ)

勿
論
「
拾」
で
正しい
わ
けだが 、
原
本は
「
向」
で
ゆめり、
同
様

な
場
合に
『新注』
も
他は
すべ
て
「
同」
と
為る
か
ら 、
やは
り

「
同」
と
さ
れるべ
きで
あら
うか 。
た
だ
し
『古今集』
の
場
合

は
何
首並ん
で
も
「
古」
と
あるか
ら
(これ
は一
の
例
外な
く
見

事に
統一
さ
れた
て
それに
倣へ
ばこ
の
ま
までよ
く 、

逆に
他

を
改め
るこ
とに
なる
が 、
『あゆひ
抄』
の
表記か
ら
言へ
ば
『古
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今
集』
の
場
合
も
第二
首目
以
下は
「問」
と
される
方がよ
くは

なか
ら
うか 。

三
O一二
⑬
割
注
咲
きて
し
まふ
た・
散て
し
まふ
た

三
O三
⑬割注
咲
きし
ま
ふ・
散り
し
まふ
た

こ
れらは
原
本に
も
皇
言の
印が
ない
か
ら
原
本に
従へ
ばこ
れで

よい
が 、
『新注』
の
方
針か
ら
行けば 、
こ
れらは
里
言で
あり、

片仮
名に
さ
れる
方がよ
くは
なか
ら
うか 。

〈
と
も

三
O六
①
来
倫(他に二
九七
③凡
例・
解
説な
ど)

私は
従
来キ
トモ
と
読ん
で
きた 。
実は
名
称は
第二
義的なこ
と

で
あり、
成
章の
言語
観を
正
し
く

把
握
すれば
クトモ
で
もキト

モ
で
もよい
や
うな
もの
だが 、
私が
キ
トモ
と
読
ん
で
き
た
の

は 、
こ
の
類の
中に
は
「く」
も
ゐるが 、
それは
本来の
脚
結で

は
な
く 、
こ
の
類と
しては
「き」
を
以っ
て
表は
すの
が
ふ
さは

し
く 、
ま
た
『あゆひ
抄』
全巻を
通じて
それ
ぞれの
類の一
番

始めに
掲げた
語を
以っ
て
名づ
けて
ゐる
と
考へ
た
までの
常
識

論に
過
ぎない 。
私は『新
注』
の
木
文か
ら
読みは
じめ
たの
で 、

最
初は
自分
勝手に
誤
植か
と
思っ
たが 、
凡
例・
解
説に
も「く

と
も」
と
仮
名が
附さ
れて
あるの
で 、
お
そら
く
氏は
仮
名
書の

資料を
御
承知の
上での
こ
と
と
思ひ 、
記して
教示を
望む
次
第

で
ある 。

三一-

二

③

旦

「
タ
コ

ト
ガ

布
タ
レ
パ
」

「
タ
コ

ト
ガ

有
タ
ニ

ヨ

ツ

テ
」

原
本もこ
の、週りで
ある
が 、
一
三
三
④!
@では
原本の
「
有」

を
すべ
て
仮
名に
改め
ら
れ 、
その
由を一政
注で
断っ
て
をられる

の
で 、
こ
こ
も
「有」
は
仮
名
書と
なるの
で
は
な
か
ら
う

か 。

(た
だ
し 、
託
歌に
附し
た
里
言には
「有」
を
存して
をられる)

誤
植その
他不審の
点は
以
上で
尽きる 。
以っ
て
『新注』
の
本
文が

い
かに
原
本をよ
く
伝へ
た
信
怨すべ
き
もの
で
あるかは
明らかで
あら

う 。
その
上『新注』の
本
文は
現代の
初
学者に
も読み
や
すい
や
うに 、

種々
の
苦心と
考慮が
払は
れて
ゐるの
で
ある 。

ニ
ノ
二
『新注』
が
本
文を
読み
や
すく
する
た
め
に
「
濁点・
句
点を

補い 、
漢
字を
適当に
当て

難
解な
漢
字には
仮
名を
振り、
ある
場

合は
その
読み
方を
示し

本
文の
仮
名づ
かい
は 、
すべ
て
歴
史
的仮

名づ
かい
に
統一
し 、
また
送り
仮
名を
適宜
補っ
た」(凡
例)
の
は 、
活

字に
翻
刻する
際に
国語
学書の
み
なら
ず
広く一
般に
見られる
態
度で

あり、
し
たがっ
て
『新注』
に
よ
り

始め
て
『あゆひ
抄』
に
接
する
方

々
は 、
別に
感
ずる
所もない
で
あら
う 。
けれど
も 、
原
本に
なじんで

ゐる
者なら 、
以
上のこ
と
を
果
すための
苦心の
なみ
なみ
ならぬこ
と

は
容
易に
知るこ
と
がで
きる 。
すなは
ち 、
すこ
し
私注を
附して
箇
条

霊園
きに
して
み
ると
l!l

①
濁点・
句読点
||原

本は
里
言を
除い
て
濁点が
な
く 、

句
読
点は一

様に・
点で
示されるが 、
『新注』
では
すべ
て
濁点を
附し 、
読
点

は
原
本にこ
だは
ら
ずに
読み
や
すい
こ
と
を
念と
し
た 。
特記
すべ
き

は
証
歌に
まで
句読点を
附し
たこ
とで 、
こ
れに
よ
り
句切がはっ
き

り
示さ
れた 。

②漢
字と
仮
名
ll原

本は
漢
字が
少く 、
もとよ
り
分ち
書きは
し
ない

か
ら
読みに
くい
の
を、
多くの
漢
字を
当て
て
目
的
を
達
成
し
て
ゐ

る 。
その
際 、
漢
字だ
けでは
意
味が
了
解で
きて
も 、
原
本の
読み
を
こ
た
み

誤るお
それの
ある
もの
には
さ
らに
仮
名を
附し
(例へ
ば 、
今度・
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『あゆ ひ 抄 新注』
お
もf'
e
ぺ
ち

か
る

な
が

よ

趣・
別・
軽し・
詠
む・
詠
む
な
どて
また
意
味の
逮ひ
を
漢
字で
示
'しu
xv

して
原
本の
仮
名を
振る
な
どの
周
到な
用
意が
ある(例へ
ば 、
記
す­

L
る

す
ぢ

す
ぢ

託す 、
脈・
系統
など) 。
逆に 、
状・
属・
倫・
廃・
目
な
ど
を
始

め 、
数
多くの
術
語 、
また
難
解な
漢
字に
は
仮
名を
振り、
それが
全

巻を
通じて
行きわ
たっ
て
ゐる 。

メ

③仮
名づ
か
ひ
||

原
本で
歴
史
的仮
名づ
か
ひに
違ふの
は、
「あは」

x

x

x

 

(
泡)・「さは
ぐ」
(
騒)・「
む
くひ」(

報)・「ある
ひは」・
「お
もは

メへ
て」
で
ある
が
(なかに
は
歴
史的
仮
名づ
か
ひと
両
用の
もの
もあ

る) 、
訂
す
場
合に
は
必
ず頭
注で
断っ
て
ゐる 。

④送り
仮
名
||『新注』

では
原
本の
仮
名に
漢
字を
当て
たか
ら
新た

に
送り
仮
名の
問
題が
生じたが 、
その
際 、
原
本に
本来
存する
疏な

る
送り
仮
名
も
改め
て
読み
や
すく
統一
し
た 、
全巻を
通
じて
三・
四

の
不
統一
し
か
見ら
れぬ
とい
ふ
厳
密さで
為る 。

その
ほ
か 、

⑤同一
術
語の
表記
統一
||原

本で
同一
の
術
語が
種々
に
表記
さ
れて

ゐる
が 、
こ
れ
を
統一
して一
定の
字面と
し
た
(例へ
ば 、
上
代・
上

世・
上つ
よ・
上つ
代・
上つ
世
↓上つ

代 、
挿頭・
頭・
か
ざ
し
↓

挿

頭
な
ど) 。
原
本に
於い
ては、
こ
の
類は
ど
れだ
けの
多数に
の
ぼ
る

か 、
一
寸 、
見当がつ
きか
ね
る
が 、
『新注』
の
統一
は
実に
見
事で 、

私は
わづ
か
に
三二
八
②・
三
四三
③・
三
四八
⑬(以
上 、
何れ
も「つ

まが
き」)
に
異
例を
見出し
た
だ
けで
ある 。

⑥記
号の
採
用
||特にい

ろい
ろ
な
意
味で
注意を
要し 、
また
他と
弁

別
する
た
めに 、
原
本に
は
ない
が 、
語
句
を
「
」
で
く
くり、
ある

よ
そ
ひ

し
は
語
句の
右
傍に、
点を
附した 。
例へ
ば
||装に

「
去ぬ」
と

言

ら
ゆ
ひ

ひ
脚
結に「ぬ」と
言ふ「原
本
||装に

いぬ
とい
ひ
あゆひに
ぬ
とい

は
MF

ふ〕
(九
O
⑥) 、
||「

萩が
花移り
も
行くか

」(一
二
四
⑬) 、
||

し
な

は

「山
科の
音
羽の
山の
音に
だに
人の
知るべ
くわが

恋ひめか
も」

す
み
け
し

、

国型滅の
所に
は、
二の
句
「
音羽の
滝の」
と
ありて
「わが
恋ひめ
や

も」
と

(一一
三ハ
①l
@)
口こ
れは
非常に
親切な
処
置で
ある 。

もっ
と
も
「
」
は
里
言および
歌に
附し
た
原
本の
記
号を
改変し
た

場
合
もあるが 、
歌の
場
合は
勿
論混同するこ
とは
考へ
られ
ず 、
里

一吉の
場
合
も
「
」
の
中を
片仮
名
警に
改め
られたか
ら 、
紛
れるお

それは
ある
まい 。
た
だ
し 、
一
箇
所だ
けで
あるが 、
三二
O
③の

「
居」
「
有」
は
漢
字で
ある
だ
けに 、
新たに
「
」
を
附し
たと
見ら

れるお
それが
あら
う 。

また 、
術
語・
慣
用語の
右傍には、
点を
附し
たの
もよい
が 、
慣

用語は
すこ
し
問
題が
残ら
う 。

すなは
ち 、
成章の
慣用語で
あっ
て

も 、
既に
先
行の
歌学書に
見え
る
場
合が
為るか
らで 、
私は
こ
れは

区
別し
たい
と
思ふ 。(向 、
巻
末に
術語・
慣用語の
宗引
もある)

以
上細
部に
わた
り
す
Mぎた
嫌ひは
あるが 、
『新注』
の
本文が
原
本

の
内容をい
かに
誤り
な
く
伝へ 、
而
も 、い
かに
行きと
どい
た
読み
や
す

い
本
文で
あるか
を
明らかに
し
得たか
と
思ふが 、
さ
らに
『新注』
の

本
文は、
原
本の
誤
刻ならびに
誤記を
訂して
ゐる
点で
原
本以上と
言

っ
て
もよい 。
私もかつ
て「国語
学大
系」
の
解
題で
指摘し
たが 、
『新

注』
で
は
私が
逸し
た
分
を
も訂され 、
その
総数は
か
なりに
の
ぼ
る 。

その
訂正に
は
自筆
稿
本を
参考された
ため 、
従来 、
不
審の
ま
まに
過

ぎた
巻五 、
み
隊 、
〔何の
何き〕〔何が
何さ〕
の
項の
里
言に
は
脱
文の

あるこ
と
を
明らかに
さ
れ(三五一
⑤) 、
私も
多年の
疑
念を
氷解し
得
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た
(「国語
学大系」
で 、
私はど
うに
もな
ら
ず 、
一
応
『脚結抄増
補』

の
鋭に
従ひなが
ら
もや
はり
不審なので「
一一-カ」

と
疑を
存
し
て
お

い
た)
。

か
や
う
に
中
田
・

竹
岡
両
氏
の
御
力
で
『
あ
ゆ
ひ
抄
』
が
正
し
い
姿

で
復
活
し
た
こ
と
は 、

ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
と一一
百
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

注

一

頁
の
%
に
当
る
上
欄
に
6
ポ
の
活
字
で
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
た
注
は

、

難

解
な
本
文
綴
読
に
ま
こ
と
に
有
難
い
手
引
で
あ
る
と
と
も
に
教
示
を
受
け
る

こ
と
が
多
い

。

『
ゐ
ゆ
ひ
抄
』

の
注
は
古
く

保
図
光
則
の

『
腕
結
抄
考
』

な

ら
び
に
『
脚
結
抄
増
補
』

が
あ
り 、

近
く
は
松
尾
博
士
の
校
注
本
が
あ
る
が

(『膨結抄
考』
は
「国語
学大系」
で
架蔵
本を翻
刻
したが
||原本は

戦災で
『胸結抄増補』
とと
もに
焼失
||『脚結抄増

補』
は
写本で

伝
本
も
稀) 、

何
れ
も
全
巻
に
わ
た
る
詳
し
い
注
で
は
な
く 、

ま
た
光
則
は

成
章
の
所
説
を
正
し
く

受
け
つ
ぎ 、

あ
る
い
は
発
展
さ
せ
た
と
は
考
へ
ら
れ

な
い

。

こ
れ
に
対
し 、

『
新
注
』

の
注
は
全
巻
の
各
所
に
対
す
る
詳
し
い
注

で
あ
り 、

ま
た
成
章
の
真
意
を
正
し
く

解
明
し
た
も
の
と
し
て 、

『
あ
ゆ
ひ

抄
』

研
究
史
上 、

画
期
的
な
位
置
に
立
っ
と
言
へ
ょ
う 。

注
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が 、

大
体
①
証
歌
の
出
典
の
明
示

②
説
明

に
該
当
す
る
証
歌
の
例
示

③
用
語
の
解
義

④
所
説
に
対
す
る
注
解
・

論

考

⑤
誤
刻
・

誤
記
の
指
摘
訂
正
な
ど
で

、

『
あ
ゆ
ひ
抄
』

の
注
と
し
て
考

へ
ら
れ
る
す
べ
て
を
網
羅
し
て
ゐ
る
と
い
っ
て
よ
い

。

注
さ
れ
る
に
当
っ

て 、

成
章
自
筆
の
『
稿
本
あ
ゆ
ひ
抄
』

を
一
々
参
考
さ
れ
た
の
は
大
き
な
特

色
で 、

そ
れ
に
よ
り

成
章
の
所
説
を
明
ら
め
真
意
を
知
り

得
る
所
も
少
く
な

い
。

其
の
他 、

当
時
ま
で
の
て
に
を
は
研
究
蓄
を
活
用
さ
れ 、

ま
た
先
行
歌

学
警
と
の
関
連
も
深
く

顧
み
ら
れ
て
ゐ
る
。

『
あ
ゆ
ひ
抄
』
は
全
歌
を
引
い
た
も
の
は
出
典
が
示
し
て
あ
る
が
二

部
を

証
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
出
典
を
示
さ
な
い
も
の
も
あ
り 、

ま
た
『
本
抄
』

に
ゆ
づ
っ
て
継
脚
結
に
は
す
べ
て
証
歌
は
示
さ
な
い

。

こ
れ
ら
を
悉
く

『
国

歌
大
観
』

の
番
号
を
附
し
て
全
歌
・

出
典
を
示
さ
れ
た
の
が
前
記
①
で
(
頭

注に
収め
きるために
出
典・
番号だけに
止めた
所もすこし
存する) 、

こ
れ
は
②
と
と
も
に
大
変
な
仕
事
で
あ
る
が 、
『
あ
ゆ
ひ
抄
』
の
注
と
し
て
は

④
と
と
も
に
そ
の
基
幹
と
も

言
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

而
も 、

例
へ
ば
「
恨

み
ず
よ
」
・

「
恨
み
ず
や
」

に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
『
続
古
今
集
』
(
八
四
三
)
・

『
新
古
今
集
』
(
一

四
O)

の
歌
を
掲
げ
「
他
に
『
新
千
』
に
一

首
見
ら
れ
る

の
み
」 、
「
他
に
『
長
秋
詠
濠
』
に
一

首」

の
如
く

断
ぜ
ら
れ
る
な
ど 、

こ
の

調
査
の
綿
密
さ
を
物
語
っ
て
を
り 、

安
心
し
て
従
ふ
こ
と
が
で
き
る
。

④
は

も
と
も
と
割
合
短
か
く

注
し
得
る
も
の
か
ら 、
一

篇
の
論
考
に
な
り

得
る
も

の
ま
で
を
含
む
が 、

そ
れ
を
初
学
者
に
も
理
解
で
き
る
や
う
に 、

而
も
限
ら

れ
た
紙
面
に
注
と
し
て
緊
縮
さ
れ
た
苦
心
は 、

行
聞
に
も
に
じ
み
出
て
ゐ
る

思
ひ
が
す
る
。

読
者
は
氏
の
苦
心
の
文
辞
を
か
み
し
め
る
べ
き
で
あ
り 、

簡

単
に
読
み
す
ご
し
て
は
な
ら
な
い

。

さ
う
し
て
始
め
て
『
あ
ゆ
ひ
抄
』

の
本

文
を
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う 。
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四

自序

説

解
説
は
成
章
の
略
伝
と
著
作 、

『
あ
ゆ
ひ
抄
』

の
書
誌
・

記
述
組
織
と
そ

の
語
学
説、

な
ら
び
に
研
究
参
考
文
献
の
三
部
か
ら
成
り 、

何
れ
も
氏
の
深

い
研
究
が
窺
は
れ
る
が 、

そ
の
中
心
と
な
る
の
は
第
二
部
に
当
る
部
分
で
あ

る
。

ま
づ
始
め
の
略
伝
は
ほ
ぼ
従
来
知
ら
れ
て
ゐ
た
如
く
で
あ
る
が 、

橋
本



先生の
説と
して
富
士谷
成
章は
フ
ジ
タ-一・
ナ
リア
キラと
読
むべ
LSCこ

と
を
証
さ
れたこ
と 、
な
らびに
精細な
富
士谷
家の
家系
図お
よ
び
略年

譜を
作ら
れたこ
とは
特記
すべ
きで
あり、
こ
とに
後者は
好箇の
文
献

と
して
後世に
残ら
うが 、
こ
の
解
説の
中
心た
る
「『あゆひ
抄』
の
記

述
組
織と
その
語
学説」
こ
そ 、
『あゆひ
抄』
を
読むた
めに
必
要な
高

論で
ある 。

『あゆ ひ 抄新注』

そ
もそ
も
私た
ちが
過
去の
語
学書を
緩く
持 、
始め
か
ら
私た
ちの
現

在
持っ
て
ゐる
知識で 、
その
学説を
測ら
うと
しは
し
ない
か 。
あるい

は
自らの
持つ
理
論を
以っ
て
解
釈し
た
り

批評し
た
り
しは
し
ない
だ
ら

うか 。
大切なこ
とは、
あ
く
まで
虚心に
過
去の
語
学警の
説く
所に
耳

を
傾け 、
著
者の
言は
うと

する
真意を
ありの
ま
まに
聴
きい
れよ
うと

する
心
構へ
と
努力だと
思ふ
(ここに
聴きい
れるとい
ふの
は
従ふと

い
ふこ
とで
は
ない) 。
一
般的なこ
とで
言は
う 。

「て
に
をは」
は
助

詞・
助動
詞だとレ
ふ 、
あるいは
助
詞・
助動
詞に
当る
とい
ふ 。
当る

か
もし
れ
ない
が 、
そ
れで
「て
に
をは」
を
理
解し
た
気に
なっ
ては
誤

りで
ある 。
「てに
をは」
とい
う

概
念と 、
助
詞・
助動
詞とい
ふ
概
念

とは
全く
違っ
た
世
界の
もの
で
あり、
「て
に
をは」
は
「てに
をは」

と
し
て
捕へ
なけ
れば
「て
に
をは」
のこ
とは
分ら
ない
(だか
ら
「て

に
をは」
の
含む
内
容が
雑駁だとい
ふや
うなと
とが
言はれて
きた
わ

けで
ある) 。
成章の
場
合で
言へ
ば 、
立
居は
活用だ 、
本は
語
幹ない

し
終止
形だと
現
代
用語に
置
きかへ
て 、
それで
理
解し
たつ
もりの
人

が
多かっ
た
といへ
るの
で
は
な
か
ら
う
か 。
さ
うい

ふ
人は、
例へ
ば

「門じ〕
は
〔
ず〕
の
立
居なり」
とい
ふこ
と
が
了
解で
きるは
ず
もない

し 、
ま
たこ
れに
対する
『
新注』
の
「こ
の
立
居はい
わ
ゆる
活用では

ない 。

」
(二
七五
頁)
とい
ふ
注
も理
解で
きない
の
では
なが
ら
う

か 。
とい
ふ
や
うなこ
と
を
私が
言っ
て
も 、
初
学者に
対しては
やは
り

成
章の
言語
観か
ら
説
明して
理
解させ
る
方が
早い
し 、
また
必
要なこ

とで
あら
う 。
それには
成章の
言語
観を
真に
理
解し
た
人で
なけ
れば

な
ら
ない
が 、
竹
岡
氏こ
そま
さに
その
方で
あり、
こ
の
第二
部の
最
初

の
「
成章の
言語
観」
は
まこ
とに
よ
く

成章の
言語
観を
説
明しつ
くさ

れて
ゐる 。
それに
続
く

「品
詞分
類」・「
用言の
活用の
研
究」
以
下の

数項は
何れ
も、必
読の
文とい
ふべ
きで
あり、
特に
活用の
研究は
成立早

の
言語
観を
基に
して
懇切に
説明さ
れ 、
お
そら
く

今後は
装
図の
見方

を
誤る
者は
あゐ
まい
と
思は
れる
(私は
教室で
学生に
装図
を理
解
さ

せ
るために
随分苦心して
きたので 、
氏の
言はれ
ると
とはみな
思ひ

あた
る
し 、
異論はない) 。

最
後に
特記
すべ
きは
「
脚
結図」
を
作
成さ
れたこ
とで
ある 。
この

図は
「
装図」
に
ならっ
て
作られた
脚
給の
活用
図表で
あり、
着
想と

い
ひ 、
で
きあが
りとい
ひ 、
『あゆひ
抄』
を
理
解し
仰た
方な
ればこ

そと
言ふべ
きで
あら
う 。

本
文は
正
確 、
注
も精
密な
『新注』
が 、
巻

頭に
置い
たこ
の
懇切な
解
説に
よ
り、

読む
者をして
『あゆひ
抄』
の

理
解を
深か
らしめ
るこ
とは
疑い
を
容れない
とこ
ろで
ある 。

五

を
tま

り

本
文・
注・
解
説と
完備した
『新
注』
の
刊
行で 、
今
後の
『あゆひ

抄』
の
研究の
進展が
予想さ
れる
時 、
氏に
期
待し
たい
の
は、
初
学者

向
きで
ない
詳
注ない
しは
論考の
公
刊で
ある 。
本
文は
原本な
り

『新

注』
なりに
譲っ
て
その
所在を
示さ
れるの
み
でよ
く 、

成章の
所
説を

115 



その
術語の
ま
まで
伎は
れて
縦横に
論じてい
た
だ
きたい
と
思ふの
で

ある 。
い
は
ゆ
る
論と
か
批評と
かい
は
れる
もの
は、
多くは
論者が
原

著
者の
立
場に
立っ
て
原怠を
理
解しよ
うとせ
ず 、
論者
自
身の
主
観か

ら
論じて
ゐる
や
うで
ある 。
それ
も一
つ
の
論で
あり、
「
批
評は
主
観

な
り」
とい
ふ
考へ
方が
私に
は
分ら
ない
わ
けでは
ない
が 、
そして
さ

うい
ふ
論は
岳

岳
い

もの
が
多い
け
れど
も 、
根
本と
し
ては
まづ
原著
者

の
真意を
その
ま
まに
汲み
と
るこ
とで
あら
う 。
しか
しこ
の
こ
とは
言

ふは
易く
行ふは
難い
こ
と
で
ある
が 、
竹
岡氏は
成
章を
理
解さ
れるこ

と
深く 、
加へ
て
成
章に
至る
中
世
歌学の
伝
統に
も
明る
く
(もっ
と
も

中世
歌学の
伝
統を
受けつ
い
だといふべ
きは
宣
長と
恩ふが 、
成
立の

学説を理
解する
よに
は
中世
歌学の
伝
統を
知ること
は
必
要で
ある) 、

こ
の
難
事を
果さ
れる
適任の
方と
忠ふ 。
「あと
が
き」
に
よ
れば 、
既

に
詳
注が
完
成
さ
れて
ゐるとの
こ
とで
あり、
その
刊
行の
早か
ら
んこ

と
を
期
待する
と
と
もに 、
読
書
新聞で
知っ
た
「
富士谷
成
章
全
集」
の

成
功を
祈る
もの
で
ある 。
こ
の
『新注』
に
よ
り、
さらに
また 、
氏の

研究の
成
果が
次々
と
刊
行さ
れ
る
こ
と
に
よ
り、
成
章研
究が
務め
ら

れ 、
面
白を
新たに
するこ
とは、
現代の
学界に
寄与すると
こ
ろ
大な

りとい
ふべ
きで
あら
う 。

〔附記〕
その
任で
もな
く 、
また
余裕のない
時に
引きうけて 、
己

が
意に
満たない
ままで
筆を
捌くこと
は 、
まこ
とに
著者に
対し

て
申訳ないこ
とで
あり 、
心か
ら
御わび
申したい
と
思ふ 。
始め

か
ら
編総委員に
〆切延
期の
諒解を得なが
ら 、
遇
措ゅの
私は
それ

でもなほ
時間が
足りず 、
い
ちばん
書きたいと
思っ
て
後に
廻し

て
ゐた
「三
注」
は 、
東上の
出発時刻に
迫られて
すこ
ぶる
簡

単に
叙せざる
を得なかっ
た 。
この
部分につ
い
ては 、
何れ
改め

て
書くこ
とで
御
許しを乞ひたい
と恩ふ 。
(昭和三五・一
0・

二
七・
稿)
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